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平成２７年土佐清水市議会定例会１２月会議審議期間日程表 

 

◇  審議期間   １２月７日～１２月２２日  （１６日間） 

日  次 月    日 曜 会    議    別 開会時刻 議    事    内    容 備    考 

第１日  12月７日 月 本    会    議 午前１０時 

 １．再    開 
 ２．審議期間の決定 
 ３．会議録署名議員の指名 
 ４．諸般の報告 
    議会事務局長 
 ５．議案の上程 
   提案理由の説明…市長 
   予算・条例等内容説明 
   …企画財政課長等 
 ６．陳情の付託について 
 ７．散  会 

 

第２日 12月８日 火 休     会    

第３日  12月９日 水 休     会 質疑・一般質問通告書の提出期限午前１１時まで 

第４日 12月10日 木 休     会    

第５日 12月11日 金 休     会    

第６日  12月12日 土 休     会    

第７日  12月13日 日 休     会    

第８日  12月14日 月 本  会  議 午前１０時 質疑・一般質問  

第９日  12月15日 火 本  会  議 午前１０時 一般質問  

第10日  12月16日 水 本  会  議 午前１０時 一般質問・議案の委員会付託  

第11日  12月17日 木 休     会 午前９時  

予 算 決 算 
常任委員会 
総 務 文 教 
常任委員会 

第12日  12月18日 金 休     会    

第13日  12月19日 土 休     会    

第14日  12月20日 日 休     会    

第15日  12月21日 月 休     会    

第16日  12月22日 火 本  会  議 午前１０時 

 １．委員長報告 
 ２．質疑・討論 
 ３．採  決 
 ４．各委員会の閉会中の継 
   続審査について 
 ５．閉  会 
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平成２７年土佐清水市議会定例会１２月会議委員会付託議案一覧表 

 

◇ 予算決算常任委員会（２７．１２．１６付託） 

番  号 件             名 

議  案 

第７６号 
平成２７年度土佐清水市一般会計補正予算（第４号）について 

第７７号 
平成２７年度土佐清水市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて 

第７８号 平成２７年度土佐清水市介護保険特別会計補正予算（第２号）について 

第７９号 
平成２７年度土佐清水市指定介護老人福祉施設事業特別会計補正予算（第２

号）について 

第８０号 
平成２７年度土佐清水市再生可能エネルギー事業特別会計補正予算（第２

号）について 

 

◇ 総務文教常任委員会（２７．１２．１６付託） 

番  号 件             名 

議  案 

第８１号 

土佐清水市立防災コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の制定

について 

第８２号 
土佐清水市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定につ

いて 

第８３号 土佐清水市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について 

第８４号 
土佐清水市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例の

制定について 

第８５号 土佐清水市教職員住宅管理条例の一部を変更する条例の制定について 

第８６号 
幡多広域市町村圏事務組合の共同処理する事務の変更及び幡多広域市町村圏

事務組合規約の一部変更について 

第８７号 土佐清水市社会体育施設の指定管理者の指定について 

第８８号 工事請負契約の締結について 
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平成２７年土佐清水市議会定例会１２月会議議案等件名及び議決結果一覧表 

◇ 今会議提出分（市長提出） 

議案番号 件              名 提出月日 議決月日 議決結果 

報  告 

第１３号 

専決処分した事件の報告について（訴えの提起に

ついて） 
12．７ ― ― 

議  案 

第７６号 

平成２７年度土佐清水市一般会計補正予算（第４

号）について 
12．７ 12．22 原案可決 

第７７号 
平成２７年度土佐清水市国民健康保険事業特別会

計補正予算（第１号）について 
〃 〃 〃 

第７８号 
平成２７年度土佐清水市介護保険特別会計補正予

算（第２号）について 
〃 〃 〃 

第７９号 
平成２７年度土佐清水市指定介護老人福祉施設事

業特別会計補正予算（第２号）について 
〃 〃 〃 

第８０号 
平成２７年度土佐清水市再生可能エネルギー事業

特別会計補正予算（第２号）について 
〃 〃 〃 

第８１号 
土佐清水市立防災コミュニティセンターの設置及

び管理に関する条例の制定について 
〃 〃 〃 

第８２号 
土佐清水市個人番号の利用及び特定個人情報の提

供に関する条例の制定について 
〃 〃 〃 

第８３号 
土佐清水市税賦課徴収条例の一部を改正する条例

の制定について 
〃 〃 〃 

第８４号 
土佐清水市税賦課徴収条例等の一部を改正する条

例の一部を改正する条例の制定について 
〃 〃 〃 

第８５号 
土佐清水市教職員住宅管理条例の一部を変更する

条例の制定について 
〃 〃 〃 

第８６号 

幡多広域市町村圏事務組合の共同処理する事務の

変更及び幡多広域市町村圏事務組合規約の一部変

更について 

〃 〃 〃 

第８７号 
土佐清水市社会体育施設の指定管理者の指定につ

いて 
〃 〃 〃 

第８８号 工事請負契約の締結について 12．16 〃 〃 

第８９号 
土佐清水市長等の給与，旅費等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 
12．22 12．22 原案可決 
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◇ 今会議提出分（委員会提出） 

議案番号 件              名 提出月日 議決月日 議決結果 

市 議 会 

議  案 

第１１号 

大岐地区におけるメガソーラー建設に関する決議

について 
12．22 12．22 原案可決 

第１２号 
森林・林業政策の推進を求める意見書の提出につ

いて 
〃 〃 〃 

第１３号 
四国横断自動車道の早期延伸を求める意見書の提

出について 
〃 〃 〃 
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平成２７年土佐清水市議会定例会１２月会議委員会付託案件一覧表 

◇ 今会議受理分の陳情（２７．１２．７付託） 

付託委員会 
受付年月日 

番   号 
件    名 提出者 

総務文教 
27．11．25 

４ 

大岐地区メガソーラー建設に対

する議会の対応に関する陳情 

土佐清水市大岐2777-82 

大岐の自然を育てる会 

会長   長野君枝 
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平成２７年土佐清水市議会定例会１２月会議陳情件名及び議決結果一覧表 

◇ 審議期間中の審査分（２７．１２．７付託） 

付託 

委員会 

受付年月日 

番   号 
件    名 提出者 

審査 

結果 

議決 

月日 

議決 

結果 

総務 

文教 

27．11．25 

４ 

大岐地区メガソーラ

ー建設に対する議会

の対応に関する陳情 

土佐清水市大岐2777-82 

大岐の自然を育てる会 

会長   長野君枝 

採択 27.12.22 
審査結果

のとおり 

 



－ 201 － 

平成２７年土佐清水市議会定例会１２月会議意見書等議決結果一覧表 

 

議案番号 件              名 提出月日 議決月日 議決結果 

市 議 会 

議  案 

第１１号 

大岐地区におけるメガソーラー建設に関する決議

について 
12．22 12．22 原案可決 

第１２号 
森林・林業政策の推進を求める意見書の提出につ

いて 
〃 〃 〃 

第１３号 
四国横断自動車道の早期延伸を求める意見書の提

出について 
〃 〃 〃 
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平成２７年土佐清水市議会定例会１２月会議質疑・一般質問通告一覧表 

◇質疑 

順位 質  疑  者 質   疑   内   容 

１ 

１１番 

 

仲田 強君 

 

（質疑） 

○議案第８３号 

「土佐清水市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定につい 

 て」 

 ○徴収猶予の対応について 

 ・市税を滞納した場合、どのように対応しているのか 

 ・現状の法令に基づく滞納整理の流れの確認と今回の条例改正

後、その流れの中で何がどう変わるのか 

 〇今回改正の趣旨・内容について 

 ・今回の改正における趣旨、主な変更点はどのようなものか 

 〇「換価の猶予」について 

 ・申請があった場合、どのように対応するのか 

 〇既に滞納のある場合の「猶予」適用について 

 ・平成２８年４月１日以降の対応になると思うが、法改正の趣

旨から、既に滞納しているものも適用となるか 

 

◇一般質問 

順位 質  問  者 質   問   内   容 

１ 

１０番 

 

岡﨑宣男君 

 

（一問一答） 

１ 薬草生産による農業振興について 

 ○漢方薬の生産・輸入等の現状認識について問う 

 〇薬用作物の国・県・市の支援策について問う 

 〇漢方薬メーカー等との連携についての認識を問う 

 〇官民協力体制の構築についての認識を問う 

 〇２８年度に生産組合では紫根（ムラサキ）を栽培予定であ

る。本市では初めての事業でもあり、できる範囲の支援を 

 〇薬草と他の作物との併用により、農家の収入増が将来見込ま

れると思うが、認識を問う 

 〇将来土佐清水市を「薬草の里」にできればと思うが、認識を

問う 

２ 足摺森林公園に架かる吊り橋の修復について問う 

 〇テルメ側から森林公園に向け、架設してある吊り橋は老朽化

が激しく、数年前から通行禁止になっているが、修復につい

て問う 
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２ 

８番 

 

西原強志君 

 

（一問一答） 

 

１ きらら清水保育園の指定管理者制度の導入について 

 〇指定管理者制度について 

 ・導入年度、選定方法、選定する範囲、保護者への説明会、園

児数の推計、職員体制、管理委託費用の算定、制度を導入し

た場合の職員雇用、保育士等の職員の構成、保育園の運営経

費等について 

 ・市営による収支状況と指定管理者制度を導入した場合との対

比について 

 ・現在の臨時職員の対応について 

 ・保育サービスの向上について 

２ 戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の請求事務について 

 〇特別弔慰金の支給の要件及び請求期間等について 

 〇支給が見込まれる遺族者数等について 

 〇支給が見込まれる遺族者への周知について 

３ チリ中部沖地震津波に対する対応について 

 〇津波注意報の発令を受けての対策について 

 〇発生からの経過について 

 〇チリ沖大地震津波に対する対応について 

３ 

７番 

 

小川豊治君 

 

（一問一答） 

１ 地方創生事業について 

 〇人口ビジョンについて 

 ・人口の現状と将来の展望について 

 ・未婚者への対策 

 ・今後人口減少をくい止める施策は 

 ○まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

 ・地方版総合戦略の取り組みについて 

 ・新型交付金について 

 ・「ローカル１０，０００プロジェクト」について 

 ・「地域おこし協力隊」と「田舎で働き隊」について 

 ・市民生活向上に向けての施策を 

２ 防災対策の現状と今後の整備計画について 

 〇現在の整備状況と今後の計画について 

 〇申請書類等の簡素化について 

４ 

６番 

 

森 一美君 

 

（一問一答） 

１ 課税状況について 

 ○市内の法人市民税の税率は何％で、何社課税しているか 

 〇固定資産税の何％を占めているか 

 〇固定資産税のうち山林の占める割合は 

２ 森林の活用状況について 

 〇過去の伐採、出荷状況は 

 〇森林経営計画とは 

 〇森林経営計画の問題点は 

 〇市有林で経営計画を活用できないか 
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５ 

３番 

 

細川博史君 

 

（一問一答） 

１ 平成２８年度予算編成について 

 ○長期財政見通しについて 

 ○予算編成の基本的考え 

 〇重点施策について 

２ 平成２９年度日本ジオパーク認定に向けて 

 〇ジオパーク出前講座について 

 〇国際対応について 

 〇教育、防災関係との連携は 

 〇市民生活に密着した活動 

 〇平成２９年度認定に向けた課題は 

３ 清水中学校について 

 〇統合までの経過について 

 〇統合後の状況について 

 ○原因の分析は 

 ○教職員、教育委員会の対応 

６ 

４番 

 

前田 晃君 

 

（一問一答） 

１ ビキニ被災者の支援について 

 〇「健康相談会」の総括 

 ・高知県 

 ・土佐清水市 

 ・ボランティアの取り組み 

 〇今後の課題 

 ・県と連携して国に働きかけること 

 ・市独自の実態調査をすること 

２ 国保「被保険者資格証明書」について 

 〇「被保険者資格証明書」を「短期被保険者証」に切り替える 

 ・３月会議以降の取り組みは？ 

 ・「被保険者資格証明書」と「短期被保険者証」の交付数 

 〇「被保険者資格証明書」の交付基準を見直すこと 

 ・「納付相談」のみを基準にする 

 ・直接面談の実施 

 ・人員の配置 

３ きらら清水保育園の民営化について 

 〇民営化（指定管理者制度の導入）について 

 ・人件費の削減 

 ・保育サービスの向上 

 ・臨時保育士の採用 

 〇保護者の総意を尊重する 

 ・民営化のスケジュールと保護者の声 

 ・検討できる十分な時間を保障すること 

 ○きらら清水保育園は直営で存続させる 

 ・基幹園としてのきらら清水保育園の役割 

 ・直営で保育行政の責任を 
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７ 

２番 

 

岡本 詠君 

 

（一問一答） 

１ 清水小学校の統合について 

 ○統合の理由、背景は？ 

 〇現在のそれぞれの地区の声は？ 

 〇統合に反対している地区に対しての考えは？ 

 〇市街地地区の小学校が２校になった場合の財政的リスクはあ

りますか？ 

 〇子どもの人口推移だけではなく地域の在り方も含めて考えて

はどうか？ 

２ 有害鳥獣被害について 

 〇現在、どのような被害があがっていますか？ 

 〇それらに対しての対策や取り組みは？ 

 〇改善に向けて今後の見通しは？ 

 〇生活が脅かされている現状に対して 

３ 医師確保について 

 〇無医地区の現状をどのように把握していますか？ 

 〇調査はしていますか？ 

 〇医師確保に向けての取り組みは？ 

 〇安心して暮らせる町に向けて 

８ 

１番 
 

田中耕之郎君 
 

（一問一答） 

１ 本市の振り込め詐欺対策について 

２ 市長のトップセールスについて 

３ 本市の地産外商の推進について 

９ 

１２番 
 

武藤 清君 
 

（一問一答） 

１ ＴＰＰ大筋合意 

 〇土佐清水市はどうなる 

２ マイナンバー制度の運用について 

 〇それでも、やっぱり不安は拭えない 

３ 文化財保護と観光振興 

 〇新たな「石碑」の確認と保護 

 〇「真念庵」（市野瀬）の維持・保全 

 〇土佐清水市史の補訂 

４ 「清水小学校５年２組、２５人」 

  「リズムダンスふれあいコンクール」、全国大会に挑戦！ 

 〇元気をもらうとはこのこと、かな 
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平成２７年土佐清水市議会定例会１２月会議意見書等（全文） 

市議会議案第１１号 

大岐地区におけるメガソーラー建設に関する決議について 

 土佐清水市議会会議規則第１４条の規定により，首題の件に関し次のとおり意見書を提出す

る｡ 

 

  平成２７年１２月２２日 

 議長  永 野 裕 夫  様 

                           提出者  総務文教常任委員会 

                                委員長 仲田  強 
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大岐地区におけるメガソーラー建設に関する決議 

 

 大岐地区内の民有地の山林（約２２ヘクタール）に民間業者によるメガソーラー（出力約１

３メガワット）建設の計画が持ち上がり，６月には住民等による反対運動や署名活動が起きた

ところである。 

 以降，本市議会では，本会議における一般質問の中で数名の議員が，この問題に関し規制す

る条例を新たに制定することについて執行部の考えを質してきたところである。 

 こうした中，去る１１月８日，大岐地区において地区臨時総会が開催されメガソーラー建設

への賛否を問う投票が行われ，反対８０世帯，賛成６世帯と反対票が大多数の結果となった。 

 本市議会では，平成２５年３月定例会において，議員提案により「土佐清水市再生可能エネ

ルギー基本条例」を制定した経過もあり，再生可能エネルギーの利用については，もとより賛

意を表するものである。 

 しかしながら，本市は漁業・農業・観光が基幹産業であり，地元が懸念するように仮に大規

模伐採による景観の破壊や、海への泥水の流出が漁業に深刻な影響を及ぼすということになれ

ば，極めて重大な事態と言わなければならない。 

 これまでも，市長は，現在のところメガソーラーの建設を規制する法律がないこと，また，

「土佐清水市再生可能エネルギー発電設備設置指導要綱」を策定したものの，罰則規定や強制

力はなく，計画の事前把握や協議にとどまっていること等を挙げ，今後，国に対し上位法とな

る法律の制定を要望しながら条例の制定について慎重に検討していくことや土佐清水市の民意

が反映されるような対応をとっていきたいと明言してきている。 

 ただ，今１２月会議において，審議を行い先ほど採択と決した陳情第４号の陳情内容を見て

も分かるように地区住民にとって，この問題は極めて切実な問題であり，議会としての意思決

定についても強く求めるものであった。 

 よって，本計画の推進にあたっては，地区住民の理解を充分得られるよう慎重にことが進め

られるべきであり，今後，高知県土地基本条例第１９条に基づき県知事から市長に対して意見

聴取があった場合，市長は，これまで明言してきたとおり，地区住民の意思が反映されるよう

意見を申し述べるとともに「土佐清水市再生可能エネルギー発電設備設置指導要綱」に沿った

適切な措置を講じるよう強く求める。 

 以上，本市議会として，この意思を表明し，ここに決議する。 

 平成２７年１２月２２日 

                                   土佐清水市議会 
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市議会議案第１２号 

森林・林業政策の推進を求める意見書の提出について 

 土佐清水市議会会議規則第１４条の規定により，首題の件に関し次のとおり意見書を提出す

る｡ 

  平成２７年１２月２２日 

 議長  永 野 裕 夫  様 

                           提出者  産業厚生常任委員会 

                                委員長 岡﨑 宣男 
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森林・林業政策の推進を求める意見書 

 

 森林は，食料や水，木材・エネルギー等の供給や二酸化炭素の吸収など，国民の安全・安心，

国土・環境を守る重要な国民共通の財産である。 

 しかし，森林・林業・木材関連産業の現状は，長期にわたる経済低迷の影響により，経営基

盤が依然として脆弱であり，山村の疲弊も著しい状況にある。 

 こうした中，本年３月「山村振興法」が改正され，「地域の特性を活かした産業の育成によ

る就業機会の創出」や「定住の促進」等が新たに基本理念に盛り込まれた。 

 この新たな基本理念を踏まえ，山村地域の再生，地域経済の活性化を図るためには，森林・

林業施策の推進は急務であり，立地条件に対応した森林整備，間伐材等の利活用，適切な治山

対策，鳥獣害対策の実施等が重要となっている。 

 そうしたことから，森林・林業政策の推進に向けて，下記の事項を実現するよう強く要請す

る。 

記 

１．現行「森林・林業基本計画」に基づく施策の着実な推進と，平成２８年度を始期とする

「森林・林業基本計画」に，主伐・再造林の推進をはじめとする資源の循環利用に向けた具体

的政策を反映させる等，地域林業における課題解消に向けた新たな政策の確立を図ること。 

２．「森林・林業基本計画」の着実な推進及び地球温暖化防止森林吸収源対策に係る平成２８

年度予算の確保を図ること。 

 また、地球温暖化対策に必要不可欠な森林吸収源対策の推進を図るため，「地球温暖化対策

のための税」の使途に森林吸収源対策を追加する等，森林整備推進等のための安定財源の確保

を図ること。 

３．地球温暖化防止に係る森林吸収源対策については，森林資源の循環による吸収量確保に向

け，皆伐跡地の確実な更新及び，再造林に必要となる苗木の安定供給体制の確立，種苗事業体

の育成対策を強化すること。 

 また，造林木保護のための鳥獣害対策の強化を図ること。 

４．「木材自給率５０％以上」の達成に向け，地域材を利用した公共建築物の木造化，新たな

木材利用の創出及び木質バイオマスなどの利用促進を図るとともに，地域材及び認証材の計画

的供給・販売体制の確立を図ること。 

５．地域振興・山村振興に向けて，地方創生と連動した森林等の保全の推進並びに山村におけ

る産業基盤及び生活環境の整備の促進を図るとともに，地域資源を活用した林業・木材関連産

業の振興による地域林業の確立，定住促進に向けた地域の中小企業者における受注機会の増大，
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所得の向上に向けた支援，雇用の拡大・改善を行う企業に対する支援等，必要な方策を講じる

こと。 

 また，国の事業の発注にあたっては，事業体の育成・確保の見知に立った都道府県を基本単

位とした入札参加資格，植栽から下刈りまで一括した複数年契約の導入など，山村地域の振興、

林業における地元雇用の安定的な確保を図れる入札制度に見直すこと。 

６．条件不利地域など適正な整備が進まない森林については，水源林造成事業等による公的森

林整備の拡充を図ること。 

 また，国有林野事業については，公益重視の管理経営と，組織・技術力等を活用した民有林

への支援を一層推進し，地域への貢献が果たせる体制の確立を図ること。 

 以上，地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  平成２７年１２月２２日 

                           土佐清水市議会議長 永野 裕夫 

衆 議 院 議 長  大 島 理 森 殿 

参 議 院 議 長  山 崎 正 昭 殿 

内 閣 総 理 大 臣  安 倍 晋 三 殿 

財 務 大 臣  麻 生 太 郎 殿 

農 林 水 産 大 臣  森 山   裕 殿 

環 境 大 臣  丸 川 珠 代 殿 

総 務 大 臣  高 市 早 苗 殿 

国 土 交 通 大 臣  石 井 啓 一 殿 

厚 生 労 働 大 臣  塩 崎 恭 久 殿 

経 済 産 業 大 臣  林   幹 雄 殿 

林 野 庁 長 官  今 井   敏 殿 
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市議会議案第１３号 

四国横断自動車道の早期延伸を求める意見書の提出について 

 土佐清水市議会会議規則第１４条の規定により，首題の件に関し次のとおり意見書を提出す

る｡ 

  平成２７年１２月２２日 

 議長  永 野 裕 夫  様 

                           提出者  産業厚生常任委員会 

                                委員長 岡﨑 宣男 
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四国横断自動車道の早期延伸を求める意見書 

 

 現在，我が国は，人口急減・超高齢化という，これまで経験したことのない大きな課題に直

面している。 

 この課題を克服し，自律的で持続的な地方を創生していくためには，産業を活性化し，安定

した雇用を創出するとともに，安全・安心な暮らしを守ることで，人口流出を抑制しつつ，

「地方への新しい人の流れをつくる」ことが不可欠である。 

 これまで，全国各地で高規格幹線道路が延伸し，地方の経済に大きな効果がもたらされてい

る。 

 四国西南部の幡多地域６市町村（四万十市・宿毛市・土佐清水市・黒潮町・大月町・三原

村）においては，四国横断自動車道の延伸が交流人口や商機の拡大につながり，これにあわせ

た地域経済の好循環を生み出すための地域資源を活かした取り組みを進めることにより徐々に

ストック効果が目に見えて現れ始めている。 

 幡多地域が位置する幡多半島は，日本最後の清流四万十川や足摺宇和海国立公園などの雄大

な自然を有し，日本の原風景や豊かな食の宝庫であることに加え，伝統ある独自の文化が脈々

と受け継がれている。 

 その一方で，東京との時間距離が日本で一番遠い地域と言われており，観光客誘致や企業立

地等の面で大きなハンディキャップを抱えている。 

 今後，幡多地域の創生，幡多半島の振興を図るためには，これらの地域資源を最大限活用し

ながら，元気で魅力ある地域づくりに全力で取り組むことは勿論のこと，経済の好循環を確か

なものとし，地域の隅々までしっかりと波及させるためにも，四国８の字ネットワークをしっ

かりと繋ぐことが重要となる。 

 また，幡多地域は，南海トラフ地震による日本最大の津波高が想定されており，その被害も

甚大なことが予想されている。この大規模災害に立ち向かっていくためには避難路や，食糧，

物資の緊急輸送道路となる「命を守り，繋げていく」高規格幹線道路ネットワークの整備を最

優先に取り組まなくてはならない。 

 ついては，次の事項について強く要望する。 

一、地域の安全・安心を確保し，国土の強靭化，地方創生を実現していくために必要となる道 

 路整備の予算についてはその全体枠を確保すること。 

一、四国横断自動車道佐賀～四万十については，早期事業化に向け必要な手続きを円滑かつ迅

速に進めること。 

一、四国横断自動車道と一体となってネットワークを形成する，中村宿毛道路の平成３１年度 
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 開通，片坂バイパスの平成３０年度開通，窪川佐賀道路全線の早期整備に向け着実に事業を 

 推進すること。 

一、四国横断自動車道宿毛～内海については，計画段階評価を早期に完了すること。なお， 

 評価にあたっては，津波から逃げる緊急避難路としての活用及び防災拠点港「宿毛湾港」と 

 の連携を十分に考慮したルートとすること。 

一、真に必要な四国８の字ネットワークの整備のため，所要の予算を確保すること。 

 以上，地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

  平成２７年１２月２２日 

                           土佐清水市議会議長 永野 裕夫 

内 閣 総 理 大 臣  安 倍 晋 三 殿 

総 務 大 臣  高 市 早 苗 殿 

財 務 大 臣  麻 生 太 郎 殿 

国 土 交 通 大 臣  石 井 啓 一 殿 

国 務 大 臣（元気で豊かな地方を創生するための施策を総合的に推進するため企画立案 

         及び行政各部の所管する事務の調整担当） 

          石 破   茂 殿 
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平成２７年１２月２２日 

土佐清水市議会 

議長  永 野 裕 夫  様 

 

議 会 運 営 委 員 会 

委員長 武藤  清 

 

閉会中継続審査・調査申出書 

 

 本委員会は，下記事件について閉会中もなお継続して審査又は調査を要するものと決定した

ので，会議規則第１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

 

 １ 調査事件 

  （１）議会運営に関すること 

  （２）次期議会の会期，日程等に関すること 

  （３）議会の会議規則，委員会の条例等に関すること 

  （４）議会だよりに関すること 

  （５）議長の諮問に関すること 

 ２ 調査期間  平成２８年土佐清水市議会定例会１月会議招集日前日まで 

 ３ 理  由  効率的な議事進行と円滑な議会運営を行うため 
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平成２７年１２月２２日 

土佐清水市議会 

議長  永 野 裕 夫  様 

 

総務文教常任委員会 

委員長 仲田  強 

 

閉会中継続審査・調査申出書 

 

 本委員会は，下記事件について閉会中もなお継続して審査又は調査を要するものと決定した

ので，会議規則第１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

 

 １ 調査事件 

  （１）総合企画及び総合調整に関すること 

  （２）行政組織及び行政事務の合理化に関すること 

  （３）広報・広聴活動及び統計調査に関すること 

  （４）地域おこし協力隊に関すること 

  （５）移住・定住促進に関すること 

  （６）行政情報化・地域情報化に関すること 

  （７）広域市町村圏に関すること 

  （８）開発公社に関すること 

  （９）人事行政に関すること 

  （10）防災その他危機管理に関すること 

  （11）市の財産に関すること 

  （12）建設工事等の指名，入札，契約に関すること 

  （13）予算，税その他財務に関すること 

  （14）交通安全対策に関すること 

  （15）環境衛生・公害対策に関すること 

  （16）資源・エネルギー対策に関すること 

  （17）救急業務及び消防活動に関すること 
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  （18）選挙事務に関すること 

  （19）監査事務に関すること 

  （20）会計事務に関すること 

  （21）学校教育に関すること 

  （22）社会体育の普及・振興に関すること 

  （23）文化財等の保護・管理に関すること 

  （24）市民図書館，公民館，市民文化会館その他生涯学習に関すること 

  （25）所管に係る施設の維持管理に関すること 

  （26）他の委員会に属さないもの 

 ２ 調査期間  平成２８年土佐清水市議会定例会１月会議招集日前日まで 

 ３ 理  由  市政に関する調査研究及び委員会活動の充実に資するため 
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平成２７年１２月２２日 

土佐清水市議会 

議長  永 野 裕 夫  様 

 

産業厚生常任委員会 

委員長 岡﨑 宣男 

 

閉会中継続審査・調査申出書 

 

 本委員会は，下記事件について閉会中もなお継続して審査又は調査を要するものと決定した

ので，会議規則第１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

 

 １ 調査事件 

  （１）農林業及び畜産業の振興対策に関すること 

  （２）市有林の維持管理に関すること 

  （３）農業土木・林業土木・水産土木に関すること 

  （４）鳥獣対策に関すること 

  （５）水産業振興対策に関すること 

  （６）地場産品の開発及び販売促進に関すること 

  （７）商工業の振興及び消費者行政に関すること 

  （８）観光振興対策に関すること 

  （９）ジオパークに関すること 

  （10）都市計画・都市公園・区画整理に関すること 

  （11）公営住宅に関すること 

  （12）土地対策及び国土調査に関すること 

  （13）道路，橋梁，河川及び漁港・港湾に関すること 

  （14）建設残土処分場に関すること 

  （15）水道事業の運営に関すること 

  （16）人権施策・人権擁護・男女共同参画に関すること 

  （17）住民基本台帳，戸籍及び住民票の交付に関すること 
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  （18）国民年金に関すること 

  （19）国民健康保険事業に関すること 

  （20）高齢者の医療の確保に関する法に関すること 

  （21）保健衛生に関すること 

  （22）診療所の管理運営及び医療に関すること 

  （23）高齢者の福祉に関すること 

  （24）精神保健福祉法に関すること 

  （25）介護保険事業に関すること 

  （26）保健所等の運営整備に関すること 

  （27）児童・母子・障害者の福祉・医療に関すること 

  （28）生活保護法に関すること 

  （29）社会福祉・更生援護に関すること 

  （30）所管に係る施設の維持管理に関すること 

 ２ 調査期間  平成２８年土佐清水市議会定例会１月会議招集日前日まで 

 ３ 理  由  市政に関する調査研究及び委員会活動の充実に資するため 

 


